
ナイス福岡 会報 2007 年７月

               今、私は老骨にむち打ち複数の大学で、非常勤講師として若者達に生物 

（いきもの）の話をしている。そこで気づくことは、最近の若者達は幼少時

より自然を相手に遊んだ体験が殆どないことである。 

        私の幼少時を思い浮かべると、雨の日以外は殆ど外で遊んでたことであ

る。海が近かったこともあり良く海岸に出かけては、魚を追いかけ、カニを

捕まえ、カキをほじくり、貝を掘って遊んでいた。沢山獲れたときは持って

帰り、夕餉の食卓に加えてもらっていた。多々良川と宇美川に挟まれた田畑

にも良く出かけていた。春はレンゲを摘み、菜の花畑の中を駆け回り、時に

はヒバリの巣を探したりしていた。また、水田脇の水路をせき止めて水を汲

み出し、ドジョウやフナを捕っていた。ドジョウが沢山獲れたときは家に持

って帰り、ドジョウ汁を作ってもらっていた。仲原村（現・糟屋町）の親戚

の家によく遊びに行っていたが、そこの子供達と良くアメリカザリガニを捕

りに出かけた。この辺り一帯は糟屋炭田の一部で、炭鉱の最盛期には地下は

広範囲に掘り抜かれ、水田地帯の地表面は陥没して水が溜まり、稲作が不可

能な場所は蓮根畑となってた。この中に沢山のザリガニが棲んでおり、雑食

性の強い彼らは強力なハサミで若い蓮根の茎を切り倒していた。このザリガ

ニを捕ることで、お百姓から喜ばれた。もちろんザリガニは夕餉の食卓に出

ていた。 

 学生達にこのような話をすると、彼らにとっては遠い昔の話として面白が

って聴いてくれるが、現代の若者達にも僅かで良いからこのような体験を持

ってほしいと思っている。 

＊Ｎｏ．１５の訂正  エゾヒガン（サクラの種）はエドヒガンの誤りでした。

また、この種は北海道には分布せず、北海道で見られるのはオオヤマザク

ラ（エゾヤマザクラ）です。訂正します。 
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第３４７回例会 水辺の自然観察会 

主催 久留米の自然を守る会 

 

日時 ７／２２（日） 受付９時３０分 

観察会は１０時から１２時まで 

集合場所 筑後川発見館くるめウス前 

 

※参加費は無料です。 

 

持ち物／観察道具・筆記具・水筒・着替えなど 

問い合わせ先 事務局／古賀（電話０９４２－４６－８６２２） 

 

自自然然感感  
１４４

季節感 

＃１６ 

間もなく梅雨が明け、入道雲と

暑さをジリジリと鳴くアブラ

ゼミが良く似合う…     

『ノウゼンカズラ』  

平成１９年７月１日 

福岡市早良区室見川沿    

大塚俊樹 
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福岡県自然観察指導員連絡協議会〔ナイス福岡〕２００７年度定例総会 

 

日 時 ：２００７年６月２３日（土） １７：００～１８：３０ 

場 所 ：福岡市中央区大手門３－２－１．足立ビル３Ｆ日本野鳥の会福岡支部事務所 

 

 大塚事務局長の司会進行で予定通り、開始しました。２０名の出席者で、５名から事前に欠席の連絡を

いただきました。 

 冷川昌彦代表から、我々の活動が自然環境悪化の押さえの役目を少しでも果たせればとの開会挨拶が有

りました。その後、議長に田中健二さんを選出し、議題に入りました。 

 はじめに、事務局から２００６年活動報告と２００７年活動計画の内容に関して説明が有りました。そ

の後、２００６年度決算案と２００７年度予算案の説明を会計担当から説明が有りました。資料は別紙参

照。その後、質疑応答に入りました。 

・ 三国丘陵の自然を楽しむ会への協力に関して、活動の場である福岡県レク跡地が工事に入ると立ち入

れなくなるが、週末の土日など工事をやっていない時に、活動させてもらうように提案してはどうか。 

・ 青葉パークネイチャークラブの観察会（７／１６）に協力。この催し物は、冷川代表の関係する九州

生物教育学会との共催でもある。会員の皆さんの協力もお願いしたい。 

・ 毎年秋に協力している福岡市の環境フェスティバル、今年度は模様替えの予定。その状況の説明をな

された。新しい内容に関しても協力したい。 

・ 決算内容に、収入と支出の差を明記すると分かり易い。 

・ ２００７年度の収入の項は、会員数１００名として計算している。 

この後、これらの議題は承認されました。 

その他のお知らせ 

・ 地球の環境を九州から考える －環境と人類の持続可能な発展に向けて－ 

国連大学高等研究所・九州大学ジョイントセミナー／報告・河野 

・ フォローアップセミナー・ネイチャー佐賀のお知らせ／報告・田村 

・ 山のトイレ シンポジュウム報告／冷川・大塚 

 

 

 

～定例総会風景その１～                    ～定例総会風景その２～ 
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日本野鳥の会福岡支部 主催   ※参加費：会員 100 円（中学生以下無料）・一般３００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会筑後支部 主催       

 

 

 

 

         

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催                                 福岡植物友の会 主催                

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

福岡市油山自然観察の森 主催     ※往復ハガキでの申込方法はハガキに「行事名・行事実施日・住所・氏名・年齢・ 

 電話番号」を記入の上、自然観察センターまでお送り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８／１２（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

７／２８（土） 

親子で発見！夜の昆虫ウオッチング 

セミの羽化や眠っている昆虫など、夜の森

の昆虫たちを観察します。 

時 間：19:00～21：00     

対 象：小学生と保護者（20 人） 

申込み：往復はがきにて７／２１必着

 

問合せ：油山自然観察センター

参加費:１００円 

〒811-1355 

福岡市南区桧原夫婦石 855-1 

TEL：092-871-2112 

開館 9:00～16:30（月曜休館）

８／１１（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

７／２８日（土）８／２５（土）

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

７／１５（日）８／１９日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

７／２８（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：092‐661‐1594（田辺）

７／２８（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～12:30 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092‐606‐5588（田中貞子） 

７／１５（日） 

 

水の森・自然かんさつハイキング 

 

渓流沿いや森の棲む生きものの様子

を五感で感じながら、散策します。

※雨天実施 

 

受付け：9:30～ 

時 間：10:00～13:00     

対 象：一般 

申込み：不要

７月・８月の定例探鳥会はありません。 

問合せ：090-4516-4467（木原） 
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８／５（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

７／２９（日） 

猪野（糟屋郡久山町） 

小中学生のためのネイチャーウオッ

チング 

詳細は：092-947-6536（大吉博子）

７／２８（土） 

夜の観察会を行います。 

時 間：18:30～20:00 くらいまで 

集 合：簡保レクセンター跡地正門 

問合せ：092－920－3072（松永） 

要：保険料・駐車場代（小銭） 

 

長袖、長ズボン、帽子、

首タオル、 

できたら長靴、懐中電

灯 

 



西公園観察会にて 西公園観察会にて～アカマツ切株～ 

西公園観察会にて～コジイの古木その１～ 西公園観察会にて～コジイの古木その２～ 

 

 

 

前記の定例総会の前に、西公園（福岡市中央区）にて観察 

会を、１３：００～１５：３０まで、鎮守の森シリーズ 

として実施しました。案内を田村耕作が担当し、参加者１８ 

名が外来の生きものという課題で、散策しました。 

 観察した色々な生きものの中で、課題である外来種に関し 

て、メモしたのは以下のとおり。集合地のそばにセリの仲間 

が有りました。後でマツバゼリと判明しました。 

他に、カモガヤ、ヨモギの仲間数種、アメリカフウロ、セイ 

タカアワダチソウ、セイヨウタンポポ、アレチギシギシ、 

オッタチカタバミ、モンシロチョウ（平安時代に渡来か？）、マツノザイセンチュウ（ゴマダラカミキリが分布に関

与）、カワラバトなど。 

 オオスズメバチやコクワガタにも出会い、アカマツの切り株は年輪から約１２０年を数えました。 

 今後とも、いろいろな外来の種は注意しておく必要が有ります。 
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小笹小学校 5年生が、校区内の鴻巣山と平尾大池で自然観察〔６／２２の午前中・雨〕をしました。そのお手伝いをした

会員からの感想です。 送っていただいた原稿を編集の田村が短くまとめました。今月と来月の２回に分けてお送りします。 

 

山本 勝   ハゼノキを見ながらかぶれる可能性があることを伝える。 

●このグループはテーマが「草花」であったが、「自然の中で生きものというと何を想像しますか？」という質問では、

回答率半分以下で「猫、むし、猿、魚・・など出たくらい。言葉で生きものというと主に動物をさすけれど、「生物」と

いうと植物も皆入ってくると説明。植物は自分で栄養を作れるけど、動物は他の命を頂いて生きていること。生物

はいろいろ他の生物と関わりあって生きていること。 

だから自然を観察する楽しさは、その関わり方を見ることだと思うと伝える。 

●子どもたちが見つけた白いキノコの密生したひだを実体鏡で見せると、トビムシの仲間が一心にキノコを食べてい

るところを観察できた。イヌザンショウ・ヨモギ・フキ・ドクダミの匂いをかいでみる。 

●まとめのお話： 1.生態系のピラミッド。いろんな命が繋がっている。      

2.足の下にはたくさんの虫たちがいる。そして朽ちた葉っぱなどを食べて糞をする。それが土に 

なっていくがとても時間がかかる。      

３.福岡市を航空写真で見たとき鴻巣山はどんな風に見える？町が海のように見えて鴻巣山や 

南公園などが島のように見える。 以上 

 

    山本 寿美子   水面近くへ降りることが出来ない場所での、水生生物観察は難しく、子ども達皆が楽しめる観察が

出来なかったのが残念でした。 

【観察したもの】 望遠鏡で見る・・・アオサギ、カワラバトなどに興味を持ち、「スゲェ」という感想を言

う子が多かったので、何が凄いのか問うがはっきり答えが返ってこ

ない。目の色、嘴の長さ等問いかけ、改めてみてもらう。 

観察ケースに入れて・・・木の葉の裏などに付いているテントウムシ、草地ではバッタ

や木の実、草の葉や種など（昆虫は足・目の形・位置などに

注意してみるようにした。植物は葉や種の表面の毛などを拡

大して見せた。） 

【子どもたちにお願いした事】 魚（カダヤシ）を持ち帰り育てたいと言う子がいたので、充分観察したら、元居た場所

に返す事、別の場所に移動させない事。 以上 

 

 

 

2007 年 6 月 30 日「簡保レクセンター跡地の自然観察会」の報告  
 
梅雨の中休み、蒸し暑い中、２１名で跡地の一部を観察しました。好奇心旺盛な子どもの心で 

観察すると、本当に色んなものが見えてきます。 ヒメハギとヒナギキョウの種を跡地に蒔きました。 

参加された方ありがとうございました。 
報告：三国の松永 

 
 

ヒメハギ 
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定例総会資料 
 

《２ ０ ０ ６ 年（２００６／６～２００７／５） 活 動 報 告》 

        ６月２４日  総会前泊、英彦山の森で夜の観察会           ２２名参加 

        ６月２５日  総会の前、英彦山の森で雨の中、早朝の観察会       ２２名参加 

        ７月２６日  福岡市子ども地球環境会議に協力（福岡市天神市役所周辺） １０名協力 

        ９月 ３日  福岡市室見川、バッタ観察会               ５名参加 

※９月１８日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会（台風直後）   ４名参加 

        10 月１８日  那珂小学校５年生、脊振少年自然の家周辺、自然観察会  １０名協力 

        10 月２６日  小笹小学校４年生、鴻巣山自然観察会           ６名協力 

        10 月 28.29.  環境フェスティバルふくおか２００６に出展       １６名協力 

        11 月 3.4.5.  ＮａｃｓＪ自然観察指導員講習会（夜須高原４７名参加）  ２５名協力 

     11 月１８日  福岡市環境デー事業／秋の森林ウォッチング（油山市民の森）４名協力 

※12 月２３日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会       ２５名参加               

◎２００７年 

１月１３日   福岡市環境デー事業／野鳥観察会ｉｎ志賀～玄界灘の冬鳥たち～４名協力 

※２月１０日  講習会フォロー観察会（鎮守の杜シリーズ西公園 光雲神社）２６名参加 

２月２５日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会       １５名参加 

※３月１０日   福岡市環境デー事業／浜辺で宝物探し（ももち浜で漂着物や生物探し）３名協力 

３月３～4日  九州環境ミーティング福岡大会を応援しました。 

３月３１日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会       １５名参加 

※４月１４日  鎮守の杜シリーズ、西公園 光雲神社第２弾       ２０名参加 

※４月２２日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会        ９名参加 

※５月１９日  簡保レクセンター跡 三国丘陵の自然観察会       １７名参加 

※５月１３日  青葉パークネイチャークラブ活動開始 

               ナイス福岡会員の瓜生顕一郎氏が呼び掛け始まる。 

その他関連 

＊『自然感 くすのき』のシリーズについて、始まり！終り！続いて！います。 

  ※身近なフィールド観察会  Ｈ１８，１０，２８～２９ 於：九重町 

  ★こげんなことしよります！   ★熊洞居人独言 

  ★色々ばなし（一部カラー貼付け）★ワンポイントｐｈｏｔｏ季節感 

  ★これは何だろう！？      ★ちょっと気になるこんな記事！ 

  （※印は会員の活動記録） 

 

    《２ ０ ０ ７ 年（２００７年６月～２００８年５月） 活 動 計 画》 

＊鎮守の森観察会の継続 

例えば 福岡市中央区の西公園で観察会。                       

九州歴史資料館建設地周辺での観察会      三国丘陵の自然を楽しむ会に協力 

２００７年７／１６（月・海の記念日）青葉パークネイチャークラブの観察会 

大宰府天満宮と九州国立博物館の周辺での観察会        瓜生顕一郎他 

＊10 月２７～２８日  環境フェスティバルふくおか２００７．     協力予定。  

＊糸島の自然を楽しもう（冊子の活用）    １１月に桜井神社にて観察会を計画する。 

＊ナイス福岡のホームページ掲示板の活用。                   

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  『鎮守の森と自然』や『自然と遊ぼう！学ぼう！』などの観察会は継続して実施 

  したいと思います。候補地を挙げて下さい。みんなで協力して実施しましょう！！ 

   その他、自然観察を楽しみたい場所があれば、提案して下さい。自由な方法で 

   そして、皆んなで楽しみ、自然保護を考えていきたいと思います。 

    毎月１回 『第２金曜日の夜、定例会で会報発送と情報交換を！！ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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《２００６年 役員》 

 代表：冷川昌彦、 事務局長：大塚俊樹、 事務局：吉國正郎、藤川 渡、田中健二 

  編集：田村耕作、山本 勝、松永紀代子、 

  会計：宮原俊彦   監査：國廣 勝、堀 謙治、 

 

《２００７年 役員》 

 代表：冷川昌彦、事務局長：小野仁、事務局：吉國正郎、藤川渡、田中健二、吉田素子、 

  編集：田村耕作、山本勝、松永紀代子、吉田素子、会計：宮原俊彦、監査：堀謙治、: 
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２００７年６／８定例発送会は、大塚俊樹・田中健二・

藤川渡・鶴田義明・重松尚紀が参加。冷川昌彦・西村

裕美・山本勝・田村耕作からは欠席の連絡有り。６／

１１の夕方、大塚俊樹・田中健二・河野博明・藤川渡・

松下彩二・冷川昌彦・吉田素子・田村耕作が集まって、

定例総会の内容に関して打ち合わせをしました。それ

にしても梅雨の雨はどうしたのでしょうか。 

田字草 

 

ホームページ掲示板からの紹介です。福田さん投稿です。  

 

福岡近郊の海岸での様子だそうです。 
雨の止んでいる間に海岸をうろうろしました。 
ハマゴウの群落がたくさん花をつけていました。 
対角線魚眼レンズで狙ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について 

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記

の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6月から翌年 5月末までです。 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 年会費：2000 円 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄

せ下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。皆さん

情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろ

まで自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、８月１０日（金）午後６時より事務局で行います。８月号の原稿は、７／３１（火）までに 
届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

他団体の会報の紹介 
日本野鳥の会筑後支部 まめわり第 75 号 2007 年 7 月１日 

ＮＰＯ法人自然観察指導員埼玉 あらかわ通信 no.140  2007 年 6 月 1日 

福岡植物友の会 会報 平成１９年６月号 

島根県自然観察指導員連絡協議会 おとしぶみ６７ ２００７．６． 

福岡県青少年アンビシャス運動推進室 アンビシャス通信vol.36  ＭＡＹ 2007 

福岡県保険環境研究所 保環研ニュース第６０号 ２００７．６ 

福岡県ＮＰＯ・ボランティアセンター コンテ 7 Summer 2007 

福岡植物友の会 会報 平成１９年７月号 

久留米の自然を守る会 久留米の自然 第９７号 平成１９年７月１日 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka）

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒810-0061 福岡市中央区西公園8-17  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-732 ｰ 7042 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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これは何だか 

解かりますか? 

ＭＡＳ 


